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全国医療経営士実践研究大会
病院経営は新たなステージへ!
医療経営士の職域確立
からはじまる人材革命

第 11 回 WEB大会
【
大
会
テ
ー
マ
】

吉長成恭 甲子園短期大学特任教授・教育研究センター長／一般社団法人日本医療経営実践協会参与大会運営委員長

視聴期間
延長しました !

2023年
1月31日火
まで!

参加エントリーは開催期間中いつでもOK!

今からでも視聴エントリーできます!
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今
大
会
の
医
療
経
営
士
に
よ

る
演
題
発
表
は
、
初
の
試
み
と

し
て
、
11
月
17
日
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
演
題
発
表
者
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応

答
を
実
施
、
約
40
名
が
視
聴

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
寄
せ
ら

れ
た
質
問
に
回
答
す
る
な
ど
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

12
月
８
日
に
大
会
運
営
委
員

長
で
あ
り
審
査
委
員
長
を
務
め

る
吉
長
成
恭
氏
（
甲
子
園
短
期

大
学
特
任
教
授
・
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
長
、
当
協
会
参
与
）
ら

に
よ
る
審
査
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
審
査
の
結
果
４
名
の
受
賞

者
が
決
定
し
た
。

　

審
査
委
員
奨
励
賞
に
は
、
自

院
の
経
営
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た

経
営
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
小
野
寺
和

清
氏
（
医
療
法
人
医
徳
会
真
壁

病
院
）
と
、
自
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
、
医
療
経
営
士
に
よ
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
の
実
践
を
報

告
し
た
大
宮
謙
一
氏
（
東
京
ツ

ナ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）が
選
ば
れ
た
。

　

小
野
寺
氏
は
、「
こ
の
ま
ま

で
は
あ
と
２
年
で
病
院
が
倒
産

す
る
」
と
い
う
危
機
的
な
状
況

の
な
か
、
経
営
改
善
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
。
メ
ン
バ
ー
と
の
情
報
共
有

と
意
思
の
統
一
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

く
保
ち
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て

取
り
組
ん
だ
成
果
を
報
告
。
医

業
収
入
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、

赤
字
続
き
で
あ
っ
た
病
院
を
黒

字
に
転
換
で
き
た
要
因
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
、
ぜ
ひ
小
野
寺

氏
の
発
表
を
視
聴
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

一
方
、
大
宮
氏
は
自
ら
の
取

り
組
み
を
「
医
療
経
営
士
が
実

際
に
医
療
機
関
を
経
営
す
る
と

い
う
社
会
実
験
」
と
位
置
づ

け
、
こ
れ
ま
で
医
療
経
営
士
と

し
て
学
ん
で
き
た
こ
と
が
本
当

に
通
用
す
る
の
か
と
い
う
命
題

に
挑
戦
。
在
宅
医
療
に
特
化
し

第
１１
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」Ｗ
Ｅ
Ｂ
大
会

第
11
回
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
に
お
い
て
、７
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題
発
表
。審
査
委
員
会
に
よ
る

審
査
の
結
果
、４
名
の
受
賞
者
が
決
定
、審
査
委
員
奨
励
賞
に
は
小
野
寺
和
清
氏（
医
療
法
人
医
徳
会
真
壁
病
院
事
務
長
）と

大
宮
謙
一
氏（
東
京
ツ
ナ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）の
２
名
が
選
ば
れ
た
。（
発
表
者・受
賞
者
一
覧
と
審
査
委
員
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
２
面
に
掲
載
）

演
題
発
表
表
彰
者
が
決
定
！

審
査
委
員
奨
励
賞
は
２
名
が
受
賞

た
診
療
所
と
し
て
今
年
４
月
に

開
院
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
発
熱

外
来
に
も
対
応
、
初
年
度
か
ら

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。
大
宮
氏
の
発

表
を
視
聴
す
る
こ
と
で
、
医
療

経
営
士
と
し
て
大
き
な
刺
激
を

受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
公
設
公
営
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
へ
と
経
営
形
態
が

変
わ
り
、
経
営
改
善
に
つ
な
が

満
足
度
向
上
と
職
員
の
負
担
軽

減
を
実
現
し
た
中
神
勇
輝
氏

（
真
生
会
富
山
病
院
）
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
し
た
演
題
発
表
も
含

め
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
視
聴
期
間
を
２
０
２
３
年
１

月
末
ま
で
延
長
し
て
い
る
。
今

か
ら
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
も

す
べ
て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
方
も
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
視
聴
い
た
だ
き
、
新
た

な
気
づ
き
を
得
て
い
た
だ
き
た

い
。

病
院
事
務
長
と
診
療
所
院
長
が

審
査
委
員
奨
励
賞
に
輝
く

大
会
動
画
の
公
開
期
間
が
延
長

今
か
ら
で
も
申
し
込
み
Ｏ
Ｋ
！

小野寺和清氏

大宮謙一氏

っ
た
経
緯
と

改
善
の
ポ
イ

ン
ト
を
報
告

し
た
村
上
城

子
氏
（
和
泉

市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ

ー
）
が
イ
ン

パ
ク
ト
賞
、

予
約
シ
ス
テ

ム
の
変
更
を

通
し
て
患
者



審査委員奨励賞を２名が受賞した全国医療経営士実践研究大会。今大会の大会運営委員長であり、演題発表の審査委員長を
務めた吉長成恭氏（甲子園短期大学特任教授・教育研究センター長）に、その審査のポイントと総評を伺った。

　

今
大
会
で
発
表
さ
れ
た
方
は

皆
さ
ん
甲
乙
つ
け
が
た
い
実
力

の
持
ち
主
で
、
審
査
で
も
意
見

が
割
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
会
一

致
で
受
賞
者
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
審
査
委
員
奨
励

賞
に
つ
い
て
は
実
力
伯
仲
し
た

結
果
、
小
野
寺
和
清
さ
ん
と
大

宮
謙
一
さ
ん
の
お
二
人
を
受
賞

者
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
小
野
寺
さ
ん
に
つ
い
て

で
す
が
、
そ
も
そ
も
組
織
が
経

営
回
復
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に
抜
擢

し
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
れ
ま

で
の
小
野
寺
さ
ん
の
業
務
に
対

す
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
い
た
と

い
う
評
価
の
現
れ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
の
選
出
か
ら
行
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し

て
い
く
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
性
も
非
常
に
強
く
感
じ
ま
し

た
。
今
大
会
の
「
医
療
経
営
士

の
職
域
確
立
か
ら
は
じ
ま
る
人

材
革
命
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
も

非
常
に
マ
ッ
チ
し
た
形
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
し

た
。
改
善
の
効
果
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
く
、
こ
ち
ら
も
審
査

を
し
な
が
ら
勉
強
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

大
宮
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
自

身
の
臨
床
医
と
し
て
の
実
績
、

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
客
観

的
・
主
観
的
に
分
析
し
た
上
で

地
域
社
会
が
求
め
て
い
る
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
医
療
経
営
士
と

し
て
習
得
し
た
学
問
的
裏
付
け

を
上
手
く
使
っ
て
、「
こ
う
い

う
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
世
の
中
に
で

き
る
と
い
い
よ
ね
」
と
い
う
共

感
を
得
る
よ
う
な
発
表
で
し

た
。
院
長
と
し
て
一
人
で
や
る

の
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
異
な
る
医
療
経
営
士
を

パ
ー
ト
ナ
ー
に
抜
擢
し
て
、
医

療
経
営
士
と
し
て
の
多
様
な
価

値
観
を
尊
重
し
て
自
分
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
成
功
に
導
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
医
療
経
営
に
つ
い

て
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
感
じ

多
様
な
背
景
を
持
つ
医
療
経
営
士
が

自
ら
の
職
域
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要

それぞれの職域の役割を明確化し
医療経営士の価値を高めていこう

I N T E R V I E W 全 国 医 療 経 営 士 実 践 研 究 大 会  演 題 発 表  審 査 委 員 長  吉 長 成 恭 氏 に 聞 く
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一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
11
月

11
日
か
ら
11
月
31
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
協
会
創
立
10
周

年
を
記
念
し
、「
混
迷
の
時
代

を
乗
り
越
え
る
“
介
護
福
祉
経

営
士
”
―
―
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

と
組
織
力
を
向
上
さ
せ
る
職
域

を
考
え
る
」
を
大
テ
ー
マ
に
、

特
別
講
演
、
基
調
講
演
、
介
護

福
祉
経
営
士
に
よ
る
全
国
会
議

で
構
成
す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。

　

特
別
講
演
「
介
護
保
険
制
度

の
行
方
と
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ

る
介
護
福
祉
人
材
」
に
登
壇
し

た
兵
庫
県
立
大
学
客
員
教
授
で

元
厚
生
労
働
省
老
健
局
長
の
宮

島
俊
彦
氏
は
、
マ
ク
ロ
な
視
点

か
ら
介
護
業
界
の
課
題
に
つ
い

て
解
説
。
財
政
的
・
人
的
な
制

約
が
あ
る
な
か
で
い
か
に
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く

務
め
る
廣
江
研
氏
に
よ
る
基
調

講
演
「
混
迷
の
時
代
を
乗
り
越

え
る
“
介
護
福
祉
経
営
士
”」

で
は
、
介
護
福
祉
経
営
士
誕
生

か
ら
の
10
年
を
総
括
。
こ
れ
か

ら
の
10
年
に
向
け
、
介
護
福
祉

経
営
士
が
生
産
性
向
上
、
効
率

化
を
視
野
に
入
れ
た
新
し
い
技

術
革
新
を
実
践
す
る
中
心
的
存

在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

11
月
24
日
に
ラ
イ
ブ
配
信
と

し
て
行
わ
れ
た
全
国
会
議
「
介

護
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
と

組
織
力
を
向
上
さ
せ
る
職
域
を

考
え
る
―
―
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
不
可
欠

な
条
件
と
は
」
で
は
、
同
協
会

理
事
で
あ
り
株
式
会
社
ウ
エ
ル

ビ
ー
代
表
取
締
役
の
青
木
正
人

氏
を
司
会
役
と
し
、
４
名
の
介

護
福
祉
経
営
士
が
登
壇
。「
若

い
ス
タ
ッ
フ
が
上
を
目
指
さ
な

い
理
由
は
何
か
」「
ス
タ
ッ
フ

の
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
な
が
ら
経
営

を
行
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

視
聴
者
か
ら
の
質
問
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
回
答
す
る
シ
ー
ン

も
あ
り
、
ラ
イ
ブ
配
信
な
ら
で

は
の
臨
場
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

「
介
護
福
祉
経
営
士 

全
国
会
議
２
０
２
２」開
催

介
護
経
営
の
課
題
解
決
へ
の
道
筋
を
探
る

T

O

P

I

C

S

ライブ配信が行われた全国会議

（本インタビューの全文を大会特設サイトにて掲載しています）

か
と
い
う
課

題
解
決
に
向

け
、
介
護
福

祉
経
営
士
へ

の
期
待
を
語

っ
た
。

　

社
会
福
祉

法
人
こ
う
ほ

う
え
ん
会
長

で
同
協
会
中

国
支
部
長
を

第11回全国医療経営士実践研究大会
演題発表者・演題タイトルおよび受賞一覧

　＝審査委員奨励賞
　＝リーダーシップ賞
　＝インパクト賞

❶ 村上城子（和泉市立総合医療センター総長／2級）
「自治体病院の経営形態　公設公営から指定管理者制度へ」

❷ 小野寺和清（医療法人医徳会法人本部事務長兼真壁病院事務長／1級）
「経営Ｖ字回復大作戦～経営改善プロジェクトチーム設立と実行の仕組みづくり～」

❸ 奥平和樹（社会医療法人敬愛会ちばなクリニック健康管理センター事務長代理／1級）
「黒字事業の運営改善と事業拡張への取り組み」

❹ 大賀隆裕（株式会社アルマ経営研究所取締役／2級）
「中小企業診断士目線による現場改善のヒント」

❺ 大宮謙一（東京ツナクリック院長／1級、医療経営指導士）
「医療経営士が医療機関を作ってみた」

❻
中神勇輝（医療法人真生会真生会富山病院経営企画部企画課主任／2級）

「眼科予約システム変更による外来待ち時間の短縮～患者満足度の向上と
職員負担の軽減のために企画の立場でできること～」

❼ シュナック千賀子（スリーロック株式会社取締役／2級）
「『もっと幸せな医療』を実現するコーチング」

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で

は
医
療
経
営
士
と
い

う
と
大
き
な
病
院
や

組
織
の
な
か
で
活
躍

す
る
、
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
組
織
の
規
模

に
関
係
な
く
、
地
域

に
密
着
し
た
無
床
の

診
療
所
で
あ
っ
て
も

そ
こ
で
い
い
経
営
を

す
る
こ
と
が
い
い
医

療
に
つ
な
が
る
と
い

う
本
質
を
実
行
さ
れ

て
い
て
、
医
療
経
営

士
と
し
て
の
職
域
の

裾
野
を
広
げ
て
い
た
だ
い
た
、

頼
も
し
い
事
例
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

賞
と
イ
ン
パ
ク
ト
賞
を
合
わ
せ

て
贈
賞
し
た
の
は
４
名
で
す
が
、

他
の
方
の
発
表
も
大
変
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
今
後
も
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
た
く
さ

ん
の
医
療
経
営
士
が
輩
出
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
動
画
の
視
聴
期

間
が
来
年
１
月
末
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
発
表

を
ご
視
聴
い
た
だ
く
こ
と
で
、

審
査
委
員
が
選
ん
だ
理
由
も
わ

か
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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日本ヘルスケア経営学院 新講座開講
「医療現場のコミュニケーション＆ハラスメント対応スキルアップ研修」

事務局掲示板 PICK UP 研究会

2/10　東北支部

第14回　みやぎ仙台ネットワーク

広報3年ブランディングへの取り組み
　宮城県の医療経営士が主体的に活動し、医
療経営士同士の横のつながりをつくることと、

「県内1病院1医療経営士」の育成を目指して
いる「みやぎ仙台ネットワーク」。第14回は、
社会医療法人康陽会中嶋病院法人管理室主任
の三橋知佳氏を講師に招き、SNSの積極的な
運用やリクルートにおける動画の活用法など、
広報・ブランディングについて学ぶ。

■日時
	 2月20日（金）18：00～19：20
■開催方式
	 オンライン（Zoom）
■参加費（税込）
	 無料
■お問い合わせ先
	 日本医療経営実践協会東北支部
	 TEL：022-281-8536（三浦）

知っておきたい「医学の基礎知識」を
DVDとテキストで効果的に習得できる

「医療経営士」基礎力UP講座
　当協会では医療経営士として知っておきたい医学の基礎
知識を効果的に学べる「基礎力UP講座」を開講しています。
テキストとDVDを通して事務職や他業種の方が、医療専門
職との連携やコミュニケーションにおいて必要不可欠な医
学知識や医療用語を平易かつ効果的に学習できる仕組みに
なっています。詳細はホームページにてご確認ください。

【医療経営士「基礎力ＵＰ講座」】

http://www.jmmpa. jp/support/
tsushin/up/
TEL：03-3553-2862

関西支部

“イチ”からわかる病院経営オンライン塾（全5回）

大好評開催中! 途中からの参加も歓迎!!
　関西支部では11月より、病院経営に関する
正しい知識を身につけることを目的として、

「“イチ”からわかる病院経営オンライン塾」（全
5回）を開催中。講師はこれまでも医療経営士
に向けてさまざまな講義を行ってきた、有限
責任監査法人トーマツの古株靖久氏が務める。
　1月からは「病院の内部環境分析」「病院経
営戦略の策定と実行」「病院経営の改善手法」
をそれぞれ学んでいく。各回90分間の講義と
ディスカッションで構成。１回目から参加し
ていなくても、関心のあるテーマのみでも受
講できる。

■日時（第1回）
　［第3回］１月21日（土）
	 14：00～16：00
　［第4回］２月18日（土）
	 14：00～16：00
　［第5回］３月18日（土）
	 14：00～16：00
■参加費（税込）
　各回2,000円
■お問い合わせ先
	 日本医療経営実践協会関西支部
	 TEL：06-7660-1761（谷田川）

医療経営士の皆様へ
所属先の掲載ご協力のお願い

　本協会のホームページでは、会員の皆様から掲載の同意を
いただいて、医療経営士が所属する医療機関・企業名を公開
しています。
　医療機関の抱えるさまざまな経営課題を迅速かつ的確に
解決できる能力を持った医療経営士の所属先を公開するこ
とで、経営力を持った医療機関であること、医療機関のマネ
ジメントを支援できる人材を有する企業であることをアピ
ールすることができます。掲載の同意をいただける方は、下
記URLからご登録ください。

【ご登録はこちらから】

http://www.jmmpa. jp/support/cat108

I N F O R M A T I O N

　ヘルスケア分野の経営人材を養成・育成する日本
ヘルスケア経営学院では、12月より新たなラインナ
ップとして「医療現場のコミュニケーション&ハラス
メント対応スキルアップ研修 WEB講座」を開講した。
　近年、医療現場でもクローズアップされる「ハラス
メント」の問題。医師―患者間だけでなく、看護師や
事務職員と患者間、そして医療職同士でもさまざま

なコミュニケーションエラーが生じ、ハラスメント
につながる可能性がある。
　同講座では、そもそもハラスメントはなぜ起こる
のか、対患者、医療スタッフ間のトラブルを防ぐため
にはどうすればよいのかについて、実践的な対処法
を解説している。
　講師には医療機関における接遇研修等の経験も豊
富な株式会社メディカルクリエイト・多摩大学大学院
客員教授の石井富美氏を迎え、１本約10分の動画5本
で構成。研修の時間を取ることが難しいメディカルス
タッフが短時間で学ぶことができるようになっている。

　病院勤務の専門職の方々は、知識や技
術のスキルアップのための研修にはしっ
かりと時間を使いますが、コミュニケー
ション研修などの全職員共通の研修には
なかなか時間をさけないという声を聞き
ます。
　多様性を受け入れる社会環境のなかで、

「接遇」や「コミュニケーション」というテ
ーマに関心は高くても、集合研修では参
加率が上がらないという現状もあるよう
です。
　コミュニケーションは患者さんとの関
係だけでなく、職員間の情報共有にも重
要なツールです。また、ちょっとした言葉
の選び方や捉え方でハラスメントに発展
してしまうこともあります。専門性が高
い職種が多く働く現場では、誰でもハラ
スメントの加害者になってしまう可能性
があるのです。
　本講座では、円滑なコミュニケーショ
ンをとる工夫、ハラスメントの防ぎ方な
どを、具体的な事例も踏まえてコンパク
トまとめて解説していますので、ぜひ多
くの方、特に医師や看護師といったメデ
ィカルスタッフの皆さんにご視聴いただ
きたいと思っています。

各10分のショート動画による構成
多忙な医療職でもスキマ時間で学習可能
新時代の接遇研修講座がスタート!

株式会社メディカルクリエイト・
多摩大学大学院客員教授
石井 富美

講 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

概 要 ▶ 受講料（税込）：4,400円　　▶ 講義時間：各10分程度（全5本）
▶ 受講期間：20日間　　▶ URL： https://hcmi-s.net/weblesson-hcm/if-03/

講 義 内 容（ 各 動 画 と も 約 1 0 分 ）
現場は常に１対１「真実の瞬間」の判断は個人／ NPSは顧客ロイヤルティを定量的に測る指標／
患者さんの反応は自分たちの行動を映す鏡　ほかブランディングの鏡❶	

職場内コミュニケーションの課題／コンフリクトはフレームの違いが招く理解の違いで生まれる
ほか医療現場のトラブル対応❷

ハラスメントは行う方の意識の有無に関係ない／「患者の権利と責務」とハラスメント／
誰でもハラスメントの加害者になるリスクがある　ほか

医療現場のハラスメントの
仕組みと対処法❸

職場の４つのコミュニケーション形態／自己表現のタイプを知ろう／
メッセージの伝え方、言葉の選び方　ほか

コミュニケーションスタイル
を知ろう❹

チームのコミュニケーション力アップは医療安全を推進する活動につながる／
コミュニケーションスキルによる医療安全推進策Team STEPPS　ほか

コミュニケーション
スキルアップ❺



40歳以上49歳以下 	108人	（36.4％）	 30人	（35.7％） 27.8％
50歳以上59歳以下 	 62人	（20.9％）	 20人	（23.8％） 32.3%

60歳以上 	 16人	（5.4％）	 4人	（4.8％） 25.0％

第24回試験 第1～24回試験累計
受験者数 297人 8,856人
合格者数 84人 2,412人
合格率 28.3% 27.2%

【表1】第24回2級試験および過去試験累計 結果概要

第37回試験 第1～37回試験累計
受験者数 1,114人 53,146人
合格者数 359人 22,716人
合格率 32.2％ 42.7％

【表4】第37回3級試験および過去試験累計 結果概要

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 	290人	(26.0％）	 117人	（32.6％） 40.3％

医療関連企業 	228人	（20.5％）	 78人	（21.7％） 34.2％
医薬品製造・卸売 	320人	（28.7％）	 89人	（24.8％） 27.8％
医療機器製造・販売 	 52人	（4.7％）	 15人	（4.2％） 28.8％

金融機関 	 104人	（9.3％）	 30人	（8.4％） 28.8％
大学生・短大生 	 17人	（1.5％）	 5人	（1.4％） 29.4％

その他 	103人	（9.2％）	 25人	（7.0％） 24.3％

【表6】第37回3級試験 勤務先別構成

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下 	 24人	（8.1％）	 6人	（7.1％） 25.0％

30歳以上39歳以下 	 87人	（29.3％）	 24人	（28.6％） 27.6％

【表2】第24回2級試験 年代別構成

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下 	 269人	（24.1％）	 80人	（23.3％） 29.7％

30歳以上39歳以下 	 368人	（33.0％）	 117人	（32.6％） 31.8％
40歳以上49歳以下  	303人	（27.2％）	105人	（29.2％） 34.7％
50歳以上59歳以下 	 155人	（13.9％）	 53人	（14.8％） 34.2%

60歳以上 	 19人	（1.7％）	 4人	（1.1％） 21.1％

【表5】第37回3級試験 年代別構成

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 	 93人	（31.3％）	 29人	（34.5％） 31.2％

医療関連企業 	 49人	（16.5％）	 8人	（9.5％） 16.3％
医薬品製造・卸売 	 80人	（26.9％）	 25人	（29.8％） 31.3％
医療機器製造・販売 	 26人	（8.8％）	 9人	（10.7％） 34.6％

金融機関  	 17人	（5.7％）	 3人	（3.6％） 17.6％
大学生・短大生 	 1人	（0.3％）	 0人	（0.0％） 0.0％

その他 	 31人	（10.4％）	 10人	（11.9％） 32.3％

【表3】第24回2級試験 勤務先別構成

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五
入しているため、合計が100％にならない場合がある。

※2級および3級試験における勤務先別の「金融機関」は第3回（第6
回）から、「医薬品製造・卸売」は第16回（第23回）から、「医療機器
製造・販売」は第21回（第30回）から追加された（カッコ内は3級
試験の試験回）。

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の
一般企業が該当する。

9,100円（税込）

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 受
験エントリー

2022年
12月26日月 
開始!

同僚や
知り合いの方に
ご紹介ください

第38回「医療経営士3級」

受験資格

試験会場
（予定）

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。詳しくは協会ホームページをご確認ください

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・盛岡・仙台・さいたま・東京・名古屋・大阪・
金沢・広島・高松・福岡・鹿児島・那覇

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

 1月17日火受験料支払締切日

2022年12月26日火～1月16日月受験エントリー期間

226日2023年
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●
結
果
概
要【
表
１
】

　

受
験
申
込
者
数
３
４
０
人
の

う
ち
２
９
７
人
が
受
験
（
受
験

率
87
・
４
％
）、84
人
が
合
格（
合

格
率
28
・
３
％
）
し
た
。
第
１

回
か
ら
の
受
験
者
数
の
累
計
は

８
８
５
６
人
、
合
格
者
数
の
累

計
は
２
４
１
２
人
（
合
格
率

27
・
２
％
）
と
な
っ
た
。

●
年
代
別
構
成【
表
２
】

　

受
験
者
数
お
よ
び
合
格
者
数

に
お
い
て
、「
40
歳
以
上
49
歳

以
下
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
多
を
占

め
、「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」が

そ
れ
に
続
い
た
。「
30
歳
以
上

39
歳
以
下
」に
お
け
る
受
験
者

数
は
87
人（
全
体
の
29
・
３
％
）、

合
格
者
数
は
24
人
（
同
28
・
６

％
）
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合

に
お
い
て
、
受
験
者
数
・
合
格

者
数
の
両
方
同
時
に
30
％
を
下

3級受験者・累計5万3,000人、 
2級受験者・累計8,800人を突破！

２
級
84
人
、３
級
３
５
９
人
の
合
格
者
が
誕
生
！

「
60
歳
以
上
」「
40
歳
以
上
49
歳

以
下
」「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」

が
そ
れ
ぞ
れ
40
％
を
超
え
て
い

た
が
、
本
試
験
で
は
い
ず
れ
の

年
代
に
お
い
て
も
40
％
に
届
か

な
か
っ
た
。

●
勤
務
先
別
構
成【
表
６
】

　

前
回
と
比
較
す
る
と
、
受
験

者
数
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

勤
務
先
に
お
い
て
増
加
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、合
格
者
数
も「
医

薬
品
製
造
・
卸
売
」
と
「
そ
の

他
」
を
除
い
て
増
加
（
金
融
機

関
は
同
数
）
し
た
が
、
合
格
率

が
上
昇
し
た
の
は
「
医
療
関
連

企
業
」（
＋
１
％
）と「
医
療
機
器

製
造
・
販
売
」（
＋
４
・
７
％
）の

み
で
、
そ
の
他
の
勤
務
先
で
は

下
降
と
な
っ
た
。
特
に
「
医
薬

品
製
造・卸
売
」（
▲
12
・８
％
）、

「
金
融
機
関
」（
▲
９
・
７
％
）、

「
大
学
生
・
短
大
生
」（
▲
15
・
０

％
）、「
そ
の
他
」（
▲
12
・
４
％
）

が
大
き
く
合
格
率
を
落
と
し
た
。

●
結
果
概
要【
表
４
】

　

受
験
申
込
者
数
１
２
７
６
人

の
う
ち
１
１
１
４
人
が
受
験

（
受
験
率
87
・
３
％
）、３
５
９
人

が
合
格（
合
格
率
32
・
２
％
）
し

た
。
こ
の
結
果
、
累
計
受
験
者

数
は
５
万
３
１
４
６
人
、
累
計

合
格
者
数
は
２
万
２
７
１
６
人

（
合
格
率
42
・
７
％
）と
な
っ
た
。

●
年
代
別
構
成【
表
５
】

　

受
験
者
数
、
合
格
者
数
と
も

に
、「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」が

３
６
８
人（
全
体
の
33
・
０
％
）、

１
１
７
人
（
同
32
・
６
％
）
と

最
多
で
、「
40
歳
以
上
49
歳
以

下
」が
３
０
３
人（
同
27
・
２
％
）、

１
０
５
人
（
同
29
・
２
％
）
と

続
い
た
。
合
格
率
で
は
前
回
、

一般社団法人日本医療経営実践協会は、11月16日（水）、第24回「医療経営士２級」および第37回「医療経営士３級」資格認定試験
（ともに10月16日〔日〕実施）の合格者を発表した。２級試験（10会場）は297人が受験し、84人が合格（合格率28.3％）。
３級試験（22会場）は1,114人が受験し、359人が合格（合格率32.2％）した。両試験における結果の詳細を報告する。

第
24
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

第
37
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

回
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

　

合
格
率
の
最
高
は
「
50
歳
以

上
59
歳
以
下
」
の
32
・
３
％
で
、

他
の
年
代
で
は
い
ず
れ
も
30
％

に
届
か
な
か
っ
た
。

●
勤
務
先
別
構
成【
表
３
】

　

前
回
、
受
験
者
数
・
合
格
者

数
・
合
格
率
の
す
べ
て
で
ト
ッ

プ
を
飾
っ
た
「
病
医
院
」
で
あ

っ
た
が
、
受
験
者
数
と
合
格
者

数
で
は
93
人
、
29
人
と
そ
れ
ぞ

れ
最
多
を
維
持
し
た
が
、
合
格

率
に
お
い
て
は
、「
医
療
機
器

製
造
・
販
売
」（
34
・
６
％
）、

「
そ
の
他
」（
32
・
３
％
）、「
医

薬
品
製
造
・
卸
売
」（
31
・
３
％
）

に
次
ぐ
31
・
２
％
に
止
ま
っ
た
。

一
方
で
、「
医
療
機
器
製
造
・

販
売
」
は
前
回
の
15
・
８
％
か

ら
34
・
６
％
へ
と
倍
増
以
上
の

結
果
と
な
っ
た
。

第24回「医療経営士2級」
第37回「医療経営士3級」
資格認定試験 結果詳報


